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命を育み、病を癒す、安心で最良の地域医療

私たちは、患者さんの命を守り、健康回復とその増進を責務とし、地域医療の充実と発展に努めます。

私たちは、患者さん及びご家族の思いを受け止め、分かりやすい質の高い診療に努めます。

私たちは、説明と同意を大切にするチーム医療の推進に努めます。

私たちは、地域医療機関との良好な連携強化に努めます。

私たちは、弛まぬ研鑽と実践的な研修に努めます。

私たちは、今後も地域基幹病院として、医療施設や職場環境の整備、効率的で健全な病院経営に努めます。
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　新年あけまして、おめでとうございます。桐生・みどり両市民の皆さん方は、お正月の

ゆっくりと流れる豊かな時間のなかで、新春の清々しい一日一日をお過ごしのことと、お慶

び申しあげます。

　桐生厚生総合病院は、昨年６月に、桐生・みどり両市の医療圏で唯一の『地域医療支援病院』

に認定されました。これには両市民の方々の普段からのご支援、また行政責任者である両市

長さんや医療・福祉行政の関係職員の方々、そして何より病院及び開業の医科・歯科の多く

の先生方や薬務に関わる方々などの大きなお力添えをいただきました成果と考えます。その

責任を感じながら、ここに改めてお礼を述べさせていただきます。

　これまで病院職員各自は、例年以上に地域医療を担う基幹病院としての自覚のもと、個々

人の医療事情を踏まえ、様々な病院診療への要望に丁寧に応えられるように、患者さん一人

ひとりに適う医療への努力を重ねてきました。そこには当院を訪れる健康を損ねた人たちが

どんな思いを抱いておられるのか、苦しい今日をどう明日への気持ちに繋げているのかなど

を、その人の言葉や振る舞いからも理解しようとすること、日々当院の患者さんになって触

れ合う人達への診療の中で、心の奥に秘めた辛く深い思いを受け止め、支える医療を高い

意識を持って淡々と展開すること、誰にも開かれた優しい病院であり続けること、こうした

当院全体で実践してきた患者さん中心の医療の毎日から、患者さん一人ひとりに早く良く

なって欲しいと手を差し伸べる私たち職員の姿勢・基本が徐々に皆さん方に浸透し理解され、

評価されてきたと考えます。　　

　これまでの当院の目指す診療は、何時も当地域医療を支え、より質の高い医療の展開にあ

りました。これからも何ら変わりなく桐生厚生総合病院は桐生・みどり両市の医療圏におけ

る唯一の『地域医療支援病院』として、いずれは両市民のだれにもご了解いただけるように、

日進月歩の先進の医療を取り込み、望まれる充実した安心と安全の診療を提供していきたい

と考えます。そのため、より身近で市民の方々を治療されておられる多くの先生方とも連携を

より密にして、さらに地域の福祉・介護の方々とも力を合わせて、市民の方々のための所謂

シームレスな地域医療の構築に一途に、そして職員一同と共にそうした病院活動に迷わず

専念して、地域の社会資本の一翼を担っていきたいと考えます。

　今年も変わらぬ多くの方々からのご理解とご支援を節にお願い申しあげます。
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年頭のご挨拶

院  長　丸 田　栄

両市民の皆さん方は、お正月の民 皆さん方は お正月両市民の皆さん方は、お正月の

ま る　  た さかえ
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　気管支喘息は、発作性の呼吸困難、喘鳴、咳を繰り返す疾患で、慢性的な炎症が気道に起こり、気

道の過敏性が亢進することがその原因と考えられています。発作時には空気の通り道の気管や気管支

が急につまって息苦しくなり、呼吸のたびにゼーゼー、ヒューヒューという音が聞こえます（喘鳴）。

さらに呼吸が苦しくなると横になっていられず、座らなければ呼吸ができなくなります（起座呼吸）。

咳や粘着性の強い吐き出しにくい痰も出ます。

　喘息発作は、通常は一時的なもので、多くの場合気管支を拡げる吸入薬（気管支拡張薬）でおさま

ります。しかし、重い場合は呼吸困難が続き、発作によって命を落とされる方もいます。したがって

患者さんが発作時の対応を理解し、発作がおさまらない場合には、速やかに医療機関に受診できるシ

ステムを作る必要があります。

　当院では、喘息発作時に患者さんがとるべき対応を記入した「ぜんそくカード」を作成しました。

発作時にはカードに記されている「発作時の行動計画」に従い気管支拡張薬を吸入して頂き、改善が

ない場合には当院救急外来を受診して頂くこととしています。カード作成に伴い、緊急時にはいつで

も当院を受診できる体制を整えました。

　当院に通院中である喘息の患者さんには「ぜんそくカード」をお配りしていることと思いますが、

まだ配布されていないという患者さんは、外来担当医にご相談頂ければと思います。また「ぜんそく

カード」は桐生・みどり市の診療所にも配付してあります。当院以外の診療所へ通院されている患者

さんは、診療所の先生にご相談頂ければカードをお渡しできると思います。

　また、喘息であっても正しく診断されていない患者さんも多くいらっしゃいます。夜中や朝方に

ゼーゼーして眠れない、信号を急いで渡ったとき、冷たい空気をすったとき、掃除をするときなどに

咳がでる、熱もなく風邪が治ったはずなのにいつまでも咳が続く、痰がでるなどの症状は、喘息の症

状かもしれません。このような症状に心当たりのある方は当院内科呼吸器外来への紹介受診をお勧め

いたします。

「ぜんそくカード」の利用

う　つ　ぎ みつ よし

内科診療部長　宇津木　光克
ぜんめい

き　ざ

炎症が気道に起こり 気
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　再診患者さんの受付機が新しくなります。
　優しいカラフルな色調の外観に加え、表示も見やすく、使い
やすくなります。
　なお、新しい再来受付機のご利用の際、ご不明な点等がござい
ましたら、ご遠慮なくお近くの職員までお尋ねください。

再来受付機が新しくなります再来受付機が新しくなります

　平成27年１月、電子カルテや放射線画像処理装置などの院内医療情報機器のリニューアルを行うことと
なりました。
　これにより、患者さんの利便性の向上をはじめ、院内の業務効率の向上、地域の関係機関との連携の強化などが
見込まれ、これまで以上に、「安心で最良の地域医療」を提供できる体制づくりを目指しております。
　なお、リニューアルに伴う作業等においては、皆さまにご迷惑をおかけしないように努めてまいりますので、
ご理解ご協力をお願い申しあげます。

！

　採血室窓口にて行っていた採血・採尿検査の受付に、採血採尿
受付機が導入され、診察券を差し込むだけの簡単操作で受付を行
うことができるようになります。
　併せて、待合表示モニタを含む「採血照合システム」も導入し、
「待ち時間の表示」、「整理券による照合」など、患者さんへの
ご負担を少しでも軽減し、より安全で確実な採血が行えるように
なります。
　ご利用方法など、受付の際にご不明な点につきましては、職員
が対応いたしますので、お気軽にお尋ねください。

！

　医療費自動支払機のリニューアルに伴い、これまでに多数のご
要望をいただいていた、クレジットカードでの精算に対応できる
ようになりました。
　また、精算待ちの列が長すぎるといったご意見から、支払機の
台数を２台から４台に増やすことで、待ち時間を減らせるような
対策を行いました。
　これまでの機器と利用方法が若干変更になり、患者さんへお手数
をおかけすることと存じますが、皆さまのご理解のほどよろしく
お願い申しあげます。
　なお、クレジットカードの利用に際しまして、暗証番号をご確
認の上ご利用ください。利用できるカード種別や金額等に制限が
ある場合がございます。

！

※クレジットカードのご利用は、平成27年１月13日（火）からとなります。

院内情報機器のリニューアルを実施いたします。

採血採尿受付機が導入されます

医療費自動支払機が新しくなり、クレジットカード対応になります

採血採尿受付機が導入されます

医療費自動支払機が新しくなり、クレジットカード対応になります
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ハッピー健康相談室ハッピー健康相談室ハッピー健康相談室 皆様が、日頃疑問に思っていること、困っていることを気軽に
相談できる場所として、ハッピー健康相談室を開催いたします。
皆様お誘い合わせのうえお越しください。

■ 場　所：桐生厚生総合病院　１階正面玄関脇  情報コーナー　
■ 参加費：無料（事前申し込み不要）　■ 駐車場：無料（桐生厚生総合病院の駐車場をご利用ください）

■ 問い合わせ先：地域医療連携室　TEL.0277－44－7150

① 目指そう！運動機能の維持・増進！「今話題のロコモティブ症候群を予防しよう」内　容

日　時 3月10日（火）　14：00～16：00

14：00～15：00　担当：リハビリテーション科
② アロマ・ハンドマッサージでリラックス

15：00～16：00　担当：看護部

第７回

～ 肝 臓 が ん 治 療 と 緩 和 ケ ア ～臓 が 治 療 と 緩 和

第14回 市 民 公 開 講 演
～ 肝 臓 が ん 治 療 と 緩 和 ケ ア ～

平成26年度　がん診療連携拠点病院機能強化事業

今回は、国立病院機構西群馬病院院長 斎藤 龍生 先生と消化器病・
肝臓専門医の 竝川 昌司 先生をお招きして、ご講演をいただきます。

質疑応答

司　　会：  高　橋　 満  弘 （桐生厚生総合病院　放射線科診療部長）
たか      はし    みつ     ひろ

講  演 １：  竝　川　 昌　司 先生 （桐生厚生総合病院　内科診療部長）
「肝臓がんの診断と治療」

なみ    　  かわ まさ　　    し

講  演 ２：  斎　藤　 龍　生 先生 （国立病院機構西群馬病院　院長）
「もしも、あなたが『がん』になったら。 もしも、家族が『がん』になったら。」

～ 緩 和 ケ ア を 知 ろ う ～

さい    　  とう りゅう　　 せい

※お車でお越しの方は、桐生厚生総合病院駐車場または、桐生市市民文化会館立体駐車場をご利用ください。

第14回 市 民 公 開 講 演

プログラム

これまでの市民公開講演のポスターが、当院ホームページ
 （ h t t p : / / www . k o s e i - h o s p i t a l . k i r y u . g u nm a . j p /）でご覧になれます。  

これまでの市民公開講演のポスターが、当院ホームページ
 （ h t t p : / / www . k o s e i - h o s p i t a l . k i r y u . g u nm a . j p /）でご覧になれます。  

と　き 平成27年3月7日（土） 13：00～16：00 （開場12：00）
ところ 公益財団法人 桐生地域地場産業振興センター  中３階 第２ホール(約180名）

参加費 無料 参加自由　事前申し込み不要

■問い合わせ：地域医療連携室  TEL 0277－44－7150 (問い合わせ時間：平日8:45～17:30） 
相談支援センター  TEL 0277－44－7165 (問い合わせ時間：平日9:00～16:00）

■主　催：桐生厚生総合病院　　■担　当：地域医療連携室・緩和ケアチーム

densan
タイプライターテキスト
（※外来診療担当医表はホームページ内で公開していますので省略いたしました。）

densan
タイプライターテキスト

densan
タイプライターテキスト




